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衆
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議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
前
田
雄
�
君
提
出
国
際
協
力
銀
行
が
二
〇
〇
五
年
三
月
三
十
一
日
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
パ
ハ
ン
・
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル

導
水
事
業
に
対
し
行
っ
た
円
借
款
融
資
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
前
田
雄
�
君
提
出
国
際
協
力
銀
行
が
二
〇
〇
五
年
三
月
三
十
一
日
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
パ
ハ
ン
・
セ
ラ
ン
ゴ

ー
ル
導
水
事
業
に
対
し
行
っ
た
円
借
款
融
資
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
（
ア
）
に
つ
い
て

国
際
協
力
銀
行
は
、
二
千
五
年
三
月
三
十
一
日
に
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
と
の
間
で
「
パ
ハ
ン
・
ス
ラ
ン
ゴ
ー
ル
導
水
計
画
」

（
以
下
「
本
計
画
」
と
い
う
。
）
に
係
る
借
款
契
約
に
調
印
し
た
。
そ
の
後
、
同
借
款
契
約
の
発
効
に
係
る
手
続
及
び
マ
レ

ー
シ
ア
政
府
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
選
定
作
業
が
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
現
在
ま
で
貸
付
け
を
実
行
す
る
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

一
の
（
イ
）
か
ら
（
エ
）
ま
で
に
つ
い
て

現
在
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
が
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
選
定
作
業
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
貸
付
け
時
期
及
び
貸
付
け
金
額
に
つ
い
て
は
確
定
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
は
、
本
計
画
の
詳
細
設
計
及
び
施
工
監
理
等
と
な
っ
て
い
る
。

二
の
（
ア
）
か
ら
（
ウ
）
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
よ
う
な
第
三
者
委
員
会
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
雇
用
は
、
国
際
協
力
銀
行
の
コ
ン
サ
ル

一



タ
ン
ト
雇
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
が
選
定
を
行
っ
た
後
、
国
際

協
力
銀
行
が
選
定
の
妥
当
性
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
の
（
ア
）
か
ら
（
ウ
）
ま
で
に
つ
い
て

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
の
決
定
に
よ
り
、
水
没
地
域
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
ダ
ム
堤
の
高
度
を
海
抜
九
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
海
抜

八
十
五
メ
ー
ト
ル
に
引
き
下
げ
た
と
承
知
し
て
い
る
。
当
初
の
総
事
業
費
は
千
百
五
十
五
億
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
変
更
に
伴
い
、
ダ
ム
関
連
工
事
費
及
び
用
地
取
得
費
が
約
五
十
五
億
円
減
額
と
な
っ
た
。
他
方
、
鋼
材
価
格
が
上
昇
し

た
た
め
、
総
事
業
費
は
約
千
百
七
十
一
億
円
と
な
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。
こ
れ
は
規
模
縮
小
前
と
比
べ
約
十
六
億
円
の
増

額
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ダ
ム
堤
の
高
度
の
変
更
に
よ
り
、
水
没
地
域
が
減
少
し
た
た
め
、
フ
ェ
ル
ダ
・
ケ
ラ
ウ
の
住
民

は
移
転
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

四
の
（
ア
）
及
び
（
イ
）
に
つ
い
て

二
千
七
年
二
月
、
御
指
摘
の
団
体
が
本
計
画
に
関
す
る
反
対
集
会
を
開
催
し
、
ま
た
、
在
マ
レ
ー
シ
ア
日
本
国
大
使
館
に

書
簡
及
び
署
名
を
提
出
し
た
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
国
際
協
力
銀
行
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
が
同
集
会
の
主
催
者
及
び

参
加
者
に
対
し
て
何
ら
か
の
説
明
を
行
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

二



本
計
画
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
本
計
画
の
必
要
性
及
び
環
境
面
等
の
影
響
に
つ
い
て
十
分
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
本
計
画
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
水
需
要
を
満
た
し
、
も
っ
て
マ
レ
ー
シ
ア
の
経
済
社
会
開
発
を
促
進
す

る
上
で
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
環
境
面
等
の
影
響
に
関
し
て
も
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
が
環
境
影
響
評

価
を
適
切
に
実
施
し
、
我
が
国
政
府
及
び
国
際
協
力
銀
行
の
職
員
の
出
席
を
得
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
会
合
を
通
じ
て
住
民
に
対

し
て
説
明
し
て
お
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
民
に
対
す
る
説
明
責
任
は
適
切
に
果
た
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

五
の
（
ア
）
に
つ
い
て

二
千
七
年
四
月
現
在
、
移
転
の
意
向
の
有
無
を
問
わ
れ
て
い
る
世
帯
数
は
、
テ
ム
ア
ン
に
お
い
て
八
十
五
世
帯
及
び
チ
ェ

ウ
ォ
ン
に
お
い
て
十
一
世
帯
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
移
転
同
意
書
に
署
名
し
た
の
は
テ
ム
ア
ン
に
お
け
る
八
十
二
世
帯
で
あ

る
と
承
知
し
て
い
る
。

五
の
（
イ
）
に
つ
い
て

移
転
世
帯
数
が
増
加
し
た
理
由
は
、
当
初
、
チ
ェ
ウ
ォ
ン
の
居
住
区
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
結
婚
に
よ

る
分
家
、
同
居
住
区
へ
の
転
入
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

五
の
（
ウ
）
に
つ
い
て

三



国
際
協
力
銀
行
で
は
、
テ
ム
ア
ン
の
居
住
区
は
平
均
海
抜
九
十
二
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

五
の
（
エ
）
に
つ
い
て

国
際
協
力
銀
行
で
は
、
お
尋
ね
の
情
報
に
つ
い
て
承
知
し
て
い
な
い
。

五
の
（
オ
）
に
つ
い
て

ダ
ム
堤
の
高
度
が
海
抜
九
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
海
抜
八
十
五
メ
ー
ト
ル
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
フ
ェ
ル
ダ
・
ケ

ラ
ウ
の
居
住
区
は
水
没
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
移
転
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
他
方
、
オ

ラ
ン
ア
ス
リ
は
居
住
区
の
水
没
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
活
基
盤
と
な
る
耕
作
地
の
一
部
が
水
没
す
る
た
め
、
移
転
を
希

望
す
る
住
民
が
存
在
す
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

五
の
（
カ
）
に
つ
い
て

テ
ム
ア
ン
の
居
住
区
と
ケ
ラ
ウ
ダ
ム
と
の
水
平
距
離
は
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
チ
ェ
ウ
ォ
ン
の
居
住
区
と
ケ
ラ
ウ
ダ
ム
と

の
水
平
距
離
は
約
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
及
び
フ
ェ
ル
ダ
・
ケ
ラ
ウ
の
居
住
区
と
ケ
ラ
ウ
ダ
ム
と
の
水
平
距
離
は
約
十
三
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

五
の
（
キ
）
に
つ
い
て

四



本
計
画
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
影
響
を
受
け
る
住
民
の
権
利
が
十
分
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
が
、
自
ら
が
署
名
し
た
移
転
同
意
書
の
複
写
版
を
所
持
す
る
権
利
に
つ
い
て
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
国
内
制
度
に
係
る
も
の

で
あ
り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

五
の
（
ク
）
か
ら
（
コ
）
ま
で
に
つ
い
て

国
際
協
力
銀
行
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
が
住
民
に
対
し
て
累
次
説
明
を
行
い
、
二
千
四
年
六
月
二
十
四
日
に
テ
ム
ア
ン
の

オ
ラ
ン
ア
ス
リ
の
八
十
四
世
帯
の
う
ち
、
八
十
二
世
帯
が
移
転
同
意
書
に
署
名
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
銀
行
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
が
オ
ラ
ン
ア
ス
リ
に
対
し
、
冠
水
面
積
、
ダ
ム
堤
の
高
度
の
変
更
及
び
移
転
計
画
の
概
要
を
説
明
し
た
ほ

か
、
署
名
前
に
は
移
転
の
有
無
を
選
択
で
き
る
権
利
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。

六
の
（
ア
）
及
び
（
イ
）
に
つ
い
て

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
が
二
千
三
年
八
月
に
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
お
い
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
補
遺
版
の
環
境

影
響
評
価
に
関
す
る
マ
レ
ー
シ
ア
国
民
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

七
の
（
ア
）
、
（
エ
）
、
（
オ
）
及
び
（
キ
）
に
つ
い
て

本
計
画
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
か
ら
円
借
款
を
供
与
す
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
も
の
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
水
需
要
を
満
た

五



し
、
も
っ
て
マ
レ
ー
シ
ア
の
経
済
社
会
開
発
を
促
進
す
る
上
で
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
環
境
面
等
の
影
響
も
考
慮
し
、
ま
た
、

我
が
国
と
マ
レ
ー
シ
ア
と
の
関
係
の
一
層
の
緊
密
化
の
必
要
性
等
を
勘
案
し
た
結
果
、
円
借
款
の
供
与
を
決
定
し
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
、
本
計
画
に
加
え
、
地
下
水
の
開
発
、
漏
水
対
策
の
実
施
、
他
の
地
域
か
ら
の
導
水
等

の
代
替
案
を
検
討
し
た
結
果
、
水
資
源
量
、
コ
ス
ト
等
の
面
か
ら
本
計
画
が
最
善
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
も
の
と
考
え

て
い
る
。
な
お
、
こ
の
検
討
の
た
め
の
文
書
の
う
ち
、
環
境
影
響
評
価
報
告
書
は
、
一
般
公
開
さ
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

七
の
（
イ
）
及
び
（
ウ
）
に
つ
い
て

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
が
住
民
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
事
業
関
係
者
等
の
参
加
を
得
て
開
催
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
会
合
に
我
が
国
政
府
及

び
国
際
協
力
銀
行
の
職
員
が
参
加
し
て
お
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
民
の
声
を
直
接
聴
く
機
会
は
設
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。ま

た
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
、
我
が
国
が
供
与
す
る
円
借
款
を
理
由
と
し
て
報
道
の
自
由
が
規
制
さ
れ
て
い
る
と
は
承

知
し
て
い
な
い
。

七
の
（
カ
）
に
つ
い
て

国
際
協
力
銀
行
が
借
款
契
約
調
印
時
に
本
計
画
の
必
要
性
、
妥
当
性
、
成
果
の
目
標
、
環
境
社
会
配
慮
面
で
の
審
査
結
果

六



等
を
記
載
し
た
「
事
業
事
前
評
価
表
」
を
公
表
す
る
等
し
て
お
り
、
説
明
責
任
が
果
た
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

七


